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1. 環境経営方針 

環境経営方針  

＜基本理念＞ 

佐川グローバルロジスティクス株式会社は「モノと想いをつなげる」の企業理念に加え、当社が事業活動を行

う上で「環境」を重要なファクターとして位置付けるとともに、ＳＧホールディングスグループの一員として

「地球環境に配慮した循環型社会の形成に貢献する佐川グローバルロジスティクス」の実現を図るため、全従

業員が参加し、自主的かつ継続的に地球環境の保全に取組みます。 

＜基本方針> 

佐川グローバルロジスティクスは、環境に優しいロジスティクスサービスを提供するため、以下の取組みを実

施します。 

１．環境経営システムに積極的に取り組むとともに、環境に関する法令や規則、条例を遵守します。 

２．地域社会及び取引先様の環境関連要求事項に配慮し、継続的な環境行動の改善を図ります。 

３．環境保全活動を実施するにあたり、環境経営目標及び環境行動計画として以下の重点事項を定め、取組み

ます。 

（1）二酸化炭素排出量の削減 

・省エネ活動による電力使用量の削減 

・エコドライブ運転による燃料使用量の削減 

（2）生活用水の節水による水資源投入量の削減 

（3）廃棄物の分別によるリサイクルの促進と廃棄物排出量の削減 

（4）梱包資材等の環境に配慮した資材の提案 

４．環境経営計画に関する情報は社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーション推進に努めます。 

５．本方針を全従業員に周知し、環境教育を行い、環境に対する意識の向上を図ります 

2022 年 7 月 1 日 

佐川グローバルロジスティクス株式会社 

代表取締役社長 山本 将典 
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2. 佐川グローバルロジスティクス会社概要  

 

事業者名  ：佐川グローバルロジスティクス株式会社 

本社所在地 ：東京都品川区勝島 1-1-1 

代表者    ：代表取締役社長 山本 将典 

事業内容    ：ロジスティクス事業（国内外の倉庫における保管・検針検品・流通加工など）、3PL事業※、倉庫業、  

利用運送事業、労働者派遣事業 

資本金 ：34.5億円 

従業員数    ：7,644人（2022年 4月 1日現在） 

※3PL (Third Party Logistics)：顧客の配送や在庫管理などの流通全般を、システム構築を含めて長期一括して請け負うアウト

ソーシングサービス。 

 

当社は、SG ホールディングスグループの中で、コンサルティングやプラットフォーム物流、オーダーメイド物流、輸送チャーターなど、

3PL事業を展開しています。 
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営業所一覧（センター拠点除く）

 

福岡営業所  

須恵営業所 

須恵第二営業所 

広島 SRC 

広島海浜営業所 

坂営業所 

広島北営業所 

岡山営業所 

岡山 SRC 

福山 SRC 

大阪 SRC 

大阪南港営業所 

堺 SRC 

箕面 SRC 

千里 SRC 

神戸 SRC 

西神戸 SRC 

舞洲 SRC 

東大阪 SRC 

京都 SRC 

上鳥羽営業所 

横大路営業所 

枚方営業所 

小牧 SRC 

新小牧営業所 

犬山営業所 

本庄 SRC 

 

一宮 SRC 

岐阜 SRC 

羽 SRC 

春日井営業所 

春日井東営業所 

名東 SRC 

港 SRC 

松本 SRC 

浜松 SRC 

金沢 SRC 

諸江営業所 

小杉 SRC 

白山 SRC 

川崎 SRC 

東扇島営業所 

東扇島 SRC 

Logi東扇島営業所 

東京 SRC 

勝島営業所 

大井 SRC 

STLC営業所 

東京ビッグベイゆうメールセンター 

相模原 SRC 

EC Logi Tokyo 

京葉 SRC 

南船橋営業所 

船橋南海神営業所 

※SRC：佐川流通センター。当社と佐川急便の営業所が直結した物流施設のこと。 
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柏 SRC 

千葉北営業所 

野田営業所 

船橋浜町営業所 

船橋西浦営業所 

北東京営業所 

つくば SRC 

草加営業所 

久喜営業所 

久喜菖蒲営業所 

久喜第二営業所 

久喜第三営業所 

蓮田営業所 

加須営業所 

加須第二営業所 

下妻営業所 

東松山 SRC 

東松山石橋営業所 

東松山仲田営業所 

群馬営業所 

伊勢崎営業所 

長岡営業所 

吉見営業所 

嵐山営業所 

熊谷営業所 

仙台 SRC 

札幌営業所 

東雁来営業所

 

（全 82営業所） 

3.対象範囲 

 (1)対象営業所 (従業員数：1,807名) 

  本社・東京 SRC ：東京都品川区勝島 1-1-1 

  EC Logi Tokyo ：東京都江東区新砂 3-2-9 X フロンティア EAST5階 

  福岡営業所 ：福岡県糟屋郡粕屋町甲仲原 4-4-1 

  広島北営業所 ：広島県広島市安佐北区口田南 2-10-35 

  枚方営業所 ：大阪府枚方市長尾谷町 1-11-1 

  新小牧営業所 ：愛知県小牧市元町 4-56 

  船橋南海神営業所 ：千葉県船橋市南海神 1-7-5 

  北東京営業所 ：埼玉県八潮市伊勢野 233-1 

  吉見営業所 ：埼玉県比企郡吉見町大字長谷 1925 
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  札幌営業所 ：北海道札幌市白石区中央一条 1-1-15 

 

（2）対象外 

※2026年度に全社への拡大完了予定 

  2023年度拡大予定 ： 広島海浜営業所、久喜営業所、東雁来営業所、勝島営業所、犬山営業所、蓮田営業所、 

須恵第二営業所、坂営業所、岡山営業所、大阪南港営業所、久喜菖蒲営業所、 

上鳥羽営業所、春日井営業所、春日井東営業所、ＳＴＬＣ営業所、草加営業所 

長岡営業所、諸江営業所、下妻営業所、久喜第二営業所（21拠点追加） 

  2024年度拡大予定 ： 西神戸 SRC、松本 SRC、東松山 SRC、神戸 SRC、東扇島 SRC 

久喜第三営業所、千葉北営業所、東扇島営業所、Ｌｏｇｉ東扇島営業所 

横大路営業所、南船橋営業所、船橋浜町営業所、船橋西浦営業所、加須営業所 

加須第二営業所、東松山石橋営業所、東京ビッグベイゆうメールセンター、群馬営業所 

熊谷営業所、嵐山営業所（20拠点追加） 

  2025年度拡大予定 ： 堺 SRC、千里 SRC、小牧 SRC、仙台 SRC、広島 SRC、岡山 SRC 

羽島 SRC、福山 SRC、大阪 SRC、箕面 SRC、京都 SRC、本庄 SRC 

金沢 SRC、岐阜 SRC、名東 SRC、相模原 SRC、大井 SRC、柏 SRC 

東大阪 SRC（19拠点追加） 

  2026年度拡大予定 ： 小杉 SRC、白山 SRC、つくば SRC、港 SRC、浜松 SRC、川崎 SRC 

舞洲 SRC、一宮 SRC、京葉 SRC、東松山仲田営業所、広島江波営業所 

野田営業所、Cold Logi船橋（13拠点追加） 

 

（３）事業活動 

全事業活動を対象 

 

 

合計：10拠点 
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4.エコアクション 21推進体制 

 

環境経営システム実施体制 役割責任権限表    

代表取締役社長 

・環境経営システム執行の最高責任者 

・課題とチャンスを整理し明確にする 

・環境経営方針の策定 

・代表者による全体の評価と見直しの実施 

・要員、設備、予算等の資源調達 

・環境統括管理責任者の任命 

・環境経営レポートの承認 

・内部監査担当者の指名 

  EA21 事務局 

・環境管理責任者の補佐 

・環境に関する教育・訓練内容作成 

・環境活動の実績集計 

・環境経営レポート、帳票等作成 

・環境関連の外部コミュニケーション窓口 

環境管理責任者 

・代表者（社長）の命を受け、環境経営システムを構

築 

・環境経営方針に沿って環境経営目標を策定 

・環境関連法規等取りまとめ遵守評価表の承認 

・外部からの環境苦情対応責任者 

・環境経営レポートの確認 

  エリア管理課 

・対象事業所（認証取得事業所）の内部監査及びフォロー

アップの実施 

エリア 

環境推進者 
・環境経営方針の周知   従業員 

・環境活動の重要性を自覚し、必要な環境教育訓練を受

け、環境経営方針、環境経営目標、環境活動計画などに基

づいて日常の環境活動に取り組む 

環境管理責任者   ：畔柳 恵美 

環境事務局 連絡先：03-3768-8501 
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5.環境経営目標とその実績及び評価 

 

 

 

 

 

 

 

単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

t-CO₂ 3,999,180

kWh 45,081,720

t-CO₂ 85,540

L 36,812

t-CO₂ 124,160

L 55,577

t-CO₂ 124,590

㎥ 71.17

一般廃棄物排出量の削減 kg 7,515.9 -0.2% -0.2% -0.2%

産業廃棄物排出量の削減 kg 4,175.8 -0.2% -0.2% -0.2%

3 用水使用量の削減 ㎡ 52,051 -0.2% -0.2% -0.2%

4 サステナビリティ活動の実施 - 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施

5 環境に配慮した資材の提案 - 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施

2

目標

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

都市ガス使用量の削減

プロパン使用量の削減

1

-0.2% -0.2% -0.2%

-0.2% -0.2% -0.2%

-0.2% -0.2% -0.2%

-0.2% -0.2% -0.2%

全社分

単位
2021年度

(仮基準年)

2022年7月

（昨年同月比)

2022年8月

（昨年同月比)

2022年9月

（昨年同月比)
2022年度 2023年度 2024年度

二酸化炭素排出量の削減 t-CO2 59,576.18 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.4%

t-CO2 3999.18 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

kWh 9,881,720 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

t-CO2 86.61 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

L 37,222.73 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

t-CO2 124.16 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

㎥ 55,577.00 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

一般廃棄物排出量の削減 kg 7,515.90 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

産業廃棄物排出量の削減 kg 4,175.80 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

3 上水使用量の削減 ㎡ 26025.93 -0.2% -0.2% -0.2% -0.2% -0.3% -0.4%

4 サステナビリティ活動の実施 ー 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施

5 環境に配慮した資材の提案 ー 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施 継続実施

目標

1

電力使用量の削減

2

燃料使用量の削減

都市ガス使用量の削減

13版 環境経営レポートの係数

電力の排出係数 ： 2021年（令和3年）1月7日環境省公表の各サービスセンターが所在する電力会社の数値（単位：kg-CO2/kWh）

【九州電力】 0.398 【四国電力】 0.527 【中国電力】 0.545 【関西電力】 0.311 【KDDI】 0.629 【北陸電力】 0.484 【中部電力ミライズ】 0.382 

【東京電力エナジーパートナー】 0.452 【東北電力】 0.482 【中部電力パワーグリット㈱】 0.433 【東京ガス㈱】 0.277 【東京電力パワーグリット㈱】 0.433

【エナリス】 0.629 【北海道電力】 0.537 【沖縄電力】 0.696 【CO2フリー】 0 【共通】 0.453 【㈱エネット 】 0.385 【㈱Looop】 0.489 

【テプコカスタマーサービス㈱ 】 0.495 【㈱パワー・オプティマイザー 】 0.504 
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■実績（2022年 7月～2023月 3月） 

 

 

7 8 9 小計 10 11 12 小計

エアコン室温管理の徹底 △ △ △ △ △ △ △ △

電力使用量の削減 照明管理の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基準年比　 0.1 ％減 節電の励行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

離席中のパソコン画面ＯＦＦ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画 kWh 788,738.8 1,000,652.6 1,130,124.3 2,919,515.8 903,667.3 743,773.0 642,121.8 2,289,562.1

実績 kWh 970,038.0 1,257,150.2 1,307,779.6 3,534,967.8 958,152.8 670,836.1 617,038.5 2,246,027.4

計画比 % 23.0% 25.6% 15.7% 21.1% 6.0% -9.8% -3.9% -1.9%

計画 ｔCO2 341.8 419.3 451.4 1,212.5 338.8 282.7 257.8 879.3

実績 ｔCO2 325.2 382.0 398.3 1,105.5 319.2 235.6 211.8 766.7

計画比 ％ -4.9% -8.9% -11.8% -8.8% -5.8% -16.6% -17.8% -12.8%

燃料使用量の削減 車両のメンテの徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減 エコドライブの徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガソリン使用量 計画 L 3,574.0 3,577.7 3,389.0 10,540.8 3,357.2 3,159.1 3,764.8 10,281.1

実績 L 3,203.7 3,033.7 3,164.3 9,401.7 2,871.1 2,964.6 3,362.5 9,198.1

計画比 % -10.4% -15.2% -6.6% -10.8% -14.5% -6.2% -10.7% -10.5%

計画 ｔCO2 8.3 8.3 7.9 24.5 7.8 7.3 8.7 23.9

実績 ｔCO2 7.5 7.0 7.3 21.8 6.7 6.9 7.8 21.3

計画比 ％ -9.9% -15.5% -7.1% -10.9% -14.5% -6.3% -10.9% -10.7%

プロパン使用量 計画 kg 9.5 6.2 4.8 20.49 5.4 6.8 10.1 22.3

実績 kg 7.25 3.72 2.90 13.87 3.11 4.15 8.69 16.0

計画比 % -23.8% -40.1% -39.1% -32.3% -42.2% -39.2% -14.3% -28.6%

計画 ｔCO2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1

実績 ｔCO2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計画比 ％ -66.6% -49.9% -100.0% -66.6% -100.0% -100.0% -33.3% -75.0%

都市ガス使用量 計画 kg 7,283.9 8,648.9 11,191.9 27,124.73 8,034.9 4,551.0 542.0 13,127.9

実績 kg 6,494.00 10,547.00 11,782.00 28,823.00 8,097.00 1,891.00 207.00 10,195.0

計画比 % -10.8% 21.9% 5.3% 6.3% 0.8% -58.4% -61.8% -22.3%

計画 ｔCO2 16.3 19.3 25.0 60.5 17.9 10.2 1.2 29.3

実績 ｔCO2 14.5 23.5 26.3 64.3 18.1 4.2 0.5 22.7

計画比 ％ -10.9% 21.9% 5.2% 6.2% 0.7% -58.5% -61.9% -22.4%

軽油使用量 計画 L 39.7 50.5 0.0 90.2 20.0 20.0 73.9 113.9

実績 L 0.0 0.0 19.7 19.7 0.0 42.2 92.3 134.5

計画比 % -100.0% -100.0% #DIV/0! -78.2% -100.0% 111.1% 24.9% 18.1%

計画 ｔCO2 0.1 0.1 0.0 0.2 0.0 0.0 0.2 0.3

実績 ｔCO2 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 0.2 0.4

計画比 ％ -100.0% -100.0% #DIV/0! -78.2% -100.0% 120.2% 26.4% 20.8%

廃棄物のリサイクル向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社内廃棄物の分別徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃棄物排出量の削減 有価物の排出割合の向上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減

産業廃棄物量 計画 289.7 439.6 649.4 1,378.6 729.3 4,555.4 1,198.8 6,483.5

実績 1,436.4 190.0 0.0 1,626.4 0.0 0.0 0.0

計画比 395.8% -56.8% -100.0% 18.0% -100.0% -100.0% -100.0%

一般廃棄物量 計画 1,162.6 1,257.2 1,107.5 3,527.3 1,070.7 1,234.8 907.4 3,213.0

実績 1,163.7 1,281.0 1,102.4 3,547.1 0.0 0.0 0.0

計画比 0.1% 1.9% -0.5% 0.6% -100.0% -100.0% -100.0%

用水使用量の削減 手洗い時の節水の徹底 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減 漏水点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計画 4,092.9 4,372.6 4,033.1 12,498.6 5,688.9 3,727.1 5,082.5 14,498.5

実績 4,067.8 5,271.6 3,732.2 13,071.6 5,679.9 3,958.8 5,966.8 15,605.5

計画比 -0.6% 20.6% -7.5% 4.6% -0.2% 6.2% 17.4% 7.6%
△ △ △ △ △ △ △ △
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

環

境

活

動

の

推

進

サステナビリティ活動の実施
SDGs活動の推進
清掃活動の実施
環境に配慮した資材の提案
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使用量

CO2排
出量

達成月に黄色を付けています。

環　境　目　標 取　組　事　項

CO2排
出量

使用量

　　月別の計画／実績

評価基準　：　○：取組ができた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった
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全体評価 

電力使用量、ガソリン使用量、一般廃棄物、用水使用量については、削減のための取り組みは積極的に実施したものの事業

拡大に伴い従業員数増加や契約坪数増加の影響もあり未達成となった。今後も引き続き従業員一人一人が環境に関する意

識を持ち、目標達成に取り組んでいく。 

1 2 3 小計 集計

エアコン室温管理の徹底 △ △ △ △

電力使用量の削減 照明管理の徹底 ○ ○ ○ ○

基準年比　 0.1 ％減 節電の励行 ○ ○ ○ ○

離席中のパソコン画面ＯＦＦ ○ ○ ○ ○

計画 kWh 846,975.8 1,001,747.4 896,130.4 2,744,853.6 7,953,931.5

実績 kWh 928,661.1 1,007,685.0 832,384.3 2,768,730.4 8,549,725.6

計画比 % 9.6% 0.6% -7.1% 0.9% 7.5%

計画 ｔCO2 363.2 410.4 356.0 1,129.7 3,221.5

実績 ｔCO2 287.3 309.5 277.0 873.7 2,746.0

計画比 ％ -20.9% -24.6% -22.2% -22.7% -14.8%

燃料使用量の削減 車両のメンテの徹底 ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減 エコドライブの徹底 ○ ○ ○ ○

ガソリン使用量 計画 L 2,250.0 2,837.3 3,336.6 8,423.9 29,245.8

実績 L 1,716.9 1,995.6 2,763.6 6,476.1 25,075.9

計画比 % -23.7% -29.7% -17.2% -23.1% -14.3%

計画 ｔCO2 5.2 6.6 7.7 19.5 67.9

実績 ｔCO2 4.0 4.6 6.4 15.0 58.2

計画比 ％ -23.5% -29.5% -17.4% -23.1% -14.3%

プロパン使用量 計画 kg 11.8 14.3 15.3 41.41 84.2

実績 kg 10.56 13.05 11.80 35.41 65.23

計画比 % -10.5% -8.7% -23.0% -14% -22.6%

計画 ｔCO2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.3

実績 ｔCO2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2

計画比 ％ 33.5% -19.9% -19.9% -7.6% -40.7%

都市ガス使用量 計画 kg 2,363.0 3,989.0 4,799.0 11,150.89 51,403.5

実績 kg 2,359.00 4,843.00 2,221.00 9,423.00 48,441.00

計画比 % -0.2% 21.4% -53.7% -15% -5.8%

計画 ｔCO2 5.2 8.9 10.7 24.8 114.6

実績 ｔCO2 5.3 10.8 5.0 21.0 108.0

計画比 ％ 2.0% 21.2% -53.8% -15.2% -5.7%

軽油使用量 計画 L 20.0 57.3 43.8 121.1 325.2

実績 L 0.0 0.0 0.0 154.2

計画比 % -100.0% -100.0% -100.0% -52.6%

計画 ｔCO2 0.0 0.1 0.1 0.3 0.8

実績 ｔCO2 0.0 0.0 0.0 0.4

計画比 ％ -100.0% -100.0% -100.0% -51.8%

廃棄物のリサイクル向上 ○ ○ ○ ○

社内廃棄物の分別徹底 ○ ○ ○ ○

廃棄物排出量の削減 有価物の排出割合の向上 ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減

産業廃棄物量 計画 499.5 1,178.8 1,208.8 2,887.1 10,749.2

実績 0.0 0.0 0.0 1,626.4

計画比 -100.0% -100.0% -100.0% -84.9%

一般廃棄物量 計画 916.7 882.0 750.3 2,548.9 9,289.2

実績 0.0 0.0 0.0 3,547.1

計画比 -100.0% -100.0% -100.0% -61.8%

用水使用量の削減 手洗い時の節水の徹底 ○ ○ ○ ○

基準年比 0.1 ％減 漏水点検の実施 ○ ○ ○ ○

計画 3,945.8 4,566.6 3,692.1 12,204.4 39,201.5

実績 3,810.6 5,333.3 3,721.4 12,865.3 41,542.4

計画比 -3.4% 16.8% 0.8% 5.4% 6.0%
△ △ △ △
○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○

達成月に黄色を付けています。

環　境　目　標 取　組　事　項

CO2排
出量

使用量

評価基準　：　○：取組ができた　△：十分とは言えなかった　×：不十分であった

CO2排
出量

使用量

CO2排
出量

使用量

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

使用量

CO2排
出量

使用量

CO2排
出量

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

用
水
使
用
量
削
減
環

境

活

動

の

推

進

サステナビリティ活動の実施
SDGs活動の推進
清掃活動の実施
環境に配慮した資材の提案
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6.環境経営計画 

 

  

（１）全社共通

環境経営計画 取組結果と評価 次年度の環境経営計画

二酸化炭素排出量削減(電気)

■エアコン・室温管理の徹底

■照明管理の徹底

■節電の励行

■離席中のパソコン画面オフ

ポスターの掲示で節電運動の取り組みを実施。しか

し事業規模拡大により全体の電気使用量は増加して

いる。

今年度は初めての取り組みとなったため、次年度も

今期の計画を継続する。次年度以降も対象拠点を拡

大していくので、良い取り組みは水平展開してい

く。

二酸化炭素排出量の削減(自動車燃料)

■エコドライブの徹底

・アイドリングストップの励行

・急加速・急停車の防止

■車両のメンテの徹底

■空調管理の徹底

エコドライブやアイドリングストップの取り組みを

強化していった。次年度も継続してエコドライブを

徹底していく。

今年度は初めての取り組みとなったため、次年度も

今期の計画を継続する。また、今回の結果の振り返

りと分析を行い、さらに効果的な施策の追加を検討

していく。

産業廃棄物の削減

■リサイクル率の向上

■社内廃棄物の分別徹底

■有価物の排出割合の向上

リサイクルステーションの設置と分別ポップを掲示

し分別の徹底を促進した。今後もさらに従業員への

教育を強化するほかマイボトル運動などの施策も実

施していく。

廃棄物の分別を徹底し、有価物の排出割合の向上に

引き続き努める。

水使用量の削減

■手洗い時の節水の徹底

■漏水点検の実施

ポスターの掲示で節水運動を実施。漏水により水使

用量が増加した拠点もあったため、点検も定期的に

実施していく。

共用の営業所がほとんどであるため、従業員への節

水運動の実施を継続して行う。

サステナビリティ活動の実施

■サステナビリティPJ(仮)の推進

例）廃棄勉強会・環境営業勉強会の実施、節電アクション

の推進等

■清掃活動の実施

■環境に配慮した資材の提案

定期的な清掃活動を実施したほか、社内での環境勉

強会も積極的に取り組んだ。また、環境に配慮した

資材の提案も今後も積極的に行っていく。

今年度は初めての取り組みとなったため、次年度も

今期の計画を継続する。また、今回の結果の振り返

りと分析を行い、さらに効果的な施策の追加を検討

していく。
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7.環境関連法規の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

当社に適用される環境関連法規について、その遵守状況を確認・評価した結果、これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局より違反等の指摘は、過去 3年間ありません。 

<当社事業にかかわる主な環境関連法規> 

 

 

8.代表者による全体評価と見直しの結果 

 “エコアクション 21”の取り組みを開始しました。2022年度は、特に廃棄物のリサイクルへの取り組みに重点をおいて活動してき

ました。会社全体として 95％までリサイクル率を高めることができています。2023年度は、電気の使用量削減に重点を置き、今

後の“エコアクション 21”の推進に向け、より積極的な環境に対する姿勢を示してまいります。 

法令名称 環境関連の設備・施設・作業等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律
産廃の委託、特管産廃時の排出時、

マニフェスト保管等

浄化槽法（下水道未整備地域のみ対象） 浄化槽設置営業所

資源有効利用促進法

（パソコンリサイクル省令）
廃棄時に法定の回収ルートで処置

家電リサイクル法 テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン

小型家電リサイクル法
ＦＡＸ、携帯電話、ビデオカメラ、

プリンターの廃棄時

フロン排出抑制法 業務用エアコン・室外機・業務用冷蔵庫

消防法（市町村火災予防条例）
屋内消火栓･火災報知機・消火（化学消火）器、

消防署への届出

自治体の環境関係条例 内容

例：東京都環境基本条例
資源の循環的な利用、エネルギーの有効利用、

廃棄物の減量の促進

※各対象事業所の自治体の環境関係条例は各事業所の環境関連法規制一覧表（兼遵守評価表）に記載 
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～持続可能な社会の実現に向けた活動事例紹介～ 

 

・バイオマス資機材で CO₂の排出量削減に貢献 

 

 

・使用済ユニフォームを自動車内装用原料にリサイクル 

 

・産業廃棄物の管理業務を本社に一元化し、リサイクル率を 95%まで向上 

 

・WEB請求の導入で紙請求書を廃止し、環境負荷の低減と業務を効率化 

 

・各種研修や育児・介護休業の取得促進といった施策が評価され、えるぼし三ツ星を獲得 

 


